





　世界のフィッツジェラルドの研究者が集う国際学術団体 the F. Scott 
Fitzgerald Society が推奨するフィッツジェラルドの伝記・評伝は、
Arthur Mizener の Far Side of Paradise（初 版 1951 年、改 訂 版 1965
年）、Scott Donaldson の Fool for Love（1983 年）、Matthew J. Bruccoli
の Some Sort of Epic Grandeur（第 2 版 2002 年）の三冊であり、Andrew 




















Scott Fitzgerald を 1978 年に修論の準備として初めて読み、時には息が
とまるほどの深い感銘を受けながらも、修論には全く使わなかったことを
今でもよく覚えている。論文を書く時に使いやすいのは、Mizener や







かったが、1973 年にファクシミリが F. Scott Fitzgerald’s Ledger として





絶えず感じていた。宿願の一つであった Ledger 完読を 2014 年 3 月に果







1）　Andrew Turnbull, Scott Fitzgerald, Ballantine Books, 1971, p. 341. 以下、同書からの
引用は頁数のみ引用文末の括弧内に示す。日本語への訳出は引用者自身による。
2）　Ledger は『完訳フィッツジェラルド伝』では『出納簿』と訳されている。








Ledger には客観的事実としての間違いが多い。例えば、Ledger の 1910
年 6 月と 7 月の項にそれぞれ “Mr. Shotwell killed” という同じ記述があ
る。4）これは、フィッツジェラルドが 13 歳だった 1910 年に目撃した自動




いた」とか、5）The Great Gatsby における自動車事故を想起させ、興味
深いものがあるが、実際にその新聞を入手すると、日付は 1910 年 5 月 23









4）　F. Scott Fitzgerald’s Ledger, p. 64. 以下、同書を引用もしくは参照する時は頁数のみを
示す。











　フィッツジェラルドの二番目の長編小説 The Beautiful and Damned
は、Ledger（176）においては 1922 年 2 月に出版されたと記してあるが、
正しくは、1922 年 3 月 4 日である。ヘミングウェイがニューヨークから
フロリダへ向かう特別急行列車の中で父親の自殺の電報を受け取り、急遽、
父親の葬儀に参列するため当座の費用をフィッツジェラルドから借りたの
は有名なエピソードであるが、Ledger（183）では 1929 年 1 月のことと
記されている。正しくは、1928 年 12 月 6 日である。8）また、スポーツラ
イター、ユーモア作家として名高い Ring Lardner はフィッツジェラルド
の数少ない親友の一人であり、フィッツジェラルドはラードナーの死に際
し、追悼文 “Ring” を The New Republic 誌に載せているのだが、ラード
ナーの死亡日（1933 年 9 月 25 日）を Ledger では 1933 年 1 月としている。
但し、このような種類の間違いは比較的分かりやすく、正しい情報を他の
8）　私はこの日付の確定の根拠をヘミングウェイの伝記として定評のある Carlos Baker の










った手紙（1928 年 12 月 6 日、プリンストン大学図書館所蔵）、二つ目は、ヘミングウェイ
の妹 Carol が車中のヘミングウェイに打った電報（同日、John F. Kennedy Library 所蔵）
である。三つ目と四つ目は、いずれも Carol からの電報を受け取った直後に、ヘミングウ













ルはフィッツジェラルド夫妻が、三度目の渡欧から 1928 年「9 月に帰国
した」（187）と記す。Ledger（183）の 9 月の項にある、「前述の嵐にも
まれた客船カルマニアで帰国した」というフィッツジェラルドの記述に従
ったからである。同じ帰国について、ブルッコリは「1928 年 10 月 7 日」
（266）と書く。フィッツジェラルドはこの年 10 月 1 日にはまだパリにい
て、そこから、エージェントであるハロルド・オウバー（Harold Ober）
の働くニューヨークのオフィスに国際電報を打ち、「10 月 7 日にアメリカ
入国。5 番目のバジル物語受領次第 10 月 1 日に 800 ドル送金されたし。
返電は客船カルマニアに」と、9）緊急の依頼をしたことが分かっている。
この電文を含む多数のフィッツジェラルド・オウバー往復書簡はオウバー









たマイゼナーにも、ターンブルと同様の誤りがある。T. S. Eliot がジョン
ズ・ホプキンズ大学で講演した後、ターンブル夫妻（Andrew Turnbull
の両親）はエリオットを主賓として自宅でディナーを催したが、この席に
9）　As Ever, Scott Fitz-: Letters Between F. Scott Fitzgerald and His Literary Agent 




フィッツジェラルドも招待された。Ledger（187）には 1932 年 11 月の項
に 言 及 が あ る。マ イ ゼ ナ ー は、こ れ に 従 い、“T. S. Eliot came to 




サウスキャロライナ大学の Bruccoli Collection の中にあるが、フィッツ
ジェラルドへの謝辞とエリオットのサインと日付のあるタイトルページが
Correspondence of F. Scott Fitzgerald（305）に収載されている。日付は、
1933 年 2 月 3 日である。フィッツジェラルドはエリオットに会ったこと
に関し、1933 年 3 月頃、Edmund Wilson に手紙（Yale 大学所蔵）を出
している。ブルッコリは、この二つの文書資料を用いて、エリオットがジ



















に住んでいた La Paix で起きた火事の記述に関してである。Ledger
（187）では 1933 年 8 月のこととして 2 度、言及がある。フィッツジェラ
ルドの最初の伝記を書いたマイゼナーは “Ledger” を参照していたが、こ
の火事を同年 6 月に起きたと記す（254）。La Paix はターンブルの父親が
所有する敷地内にあった旧邸の名称で、フィッツジェラルドはその館を











らである。ブルッコリは Some Sort of Epic Grandeur 第 2 版（2002 年）
において、この火事を報じた新聞 The Baltimore News の記事を引用し
たうえで、Ledger と同じく、1933 年 8 月に起きたと記す（356）。11）フィ
ッツジェラルドとブルッコリは 8 月説。マイゼナーとターンブルは 6 月説。
どちらの側にも目撃者の記述がある。この矛盾は『完訳フィッツジェラル
ド伝』の訳者もその注記で指摘した（263）。アメリカの学者たちにも意識
されていたと思う。Jackson Bryer は、2002 年にフィッツジェラルドと
ゼルダの往復書簡集 Dear Scott, Dearest Zelda を編集・出版した時に、
11）　私には Some Sort of Epic Grandeur 第 2 版を読んだ時の記憶が強いのでこのように記





で、1933 年 6 月と記している（176）。この火事の現場写真がフィッツジ
ェラルドに関する本の中に出て来るのは、これが初めてではない。ブルッ










抱き、源を確かめれば解決出来ると考えた。The Baltimore News の記事
本文の一部（ブルッコリによる引用部分）が分かっているのだから、何ら
かの方法で、記事の日付を特定出来ると考えたのである。答えは比較的短
期に得ることが出来た。12）The Baltimore News の記事は 1933 年 6 月 16





ッツジェラルドが Harold Ober に書いた手紙等）と矛盾する時には、し
かも、矛盾する時は稀ではないが、Ledger の記録を採用することは殆ど
ない。しかし、この時だけ、既にマイゼナーやターンブルが 6 月と正確に
記していたにも拘わらず、Ledger の記録する通り 8 月と判断して、間違











は少しでも多大な学恩に報いたいと思い、2002 年に Some Sort of Epic 
Grandeur: The Life of F. Scott Fitzgerald 第 2 版が出版された時、ヘミ
ングウェイ夫妻とフィッツジェラルド夫妻が 1928 年の秋、共にプリンス
トン大学でフットボール試合を観戦した時の日付（同書 p. 267 では 11 月


















































れるマイゼナーの Far Side of Paradice の場合を取り上げたい。フィッ
ツジェラルドは第 1 次世界大戦が終結した翌年、1919 年にアメリカ陸軍
を除隊しているが、除隊日を明記したのはマイゼナーとターンブルのみで
ある。しかも、両者は矛盾しているのである。ターンブルはフィッツジェ
ラルドが除隊したのは 2 月 18 日と書く（93）。しかし、マイゼナーによる
と 2 月 14 日（85）である。また、公刊されているもので、これに関連す
る唯一の資料は Ledger であり、1919 年 2 月の項に、“The Last night, 
supplies, goodbyre（sic）Ryan（フィッツジェラルドの仕えた将軍）. 
Left on 18th”（173）とある。こうした食い違いを背景に、『完訳フィッ










Ledger の “Left on 18th” は、18 日に基地を離れたと読むのが通常だろう。
とすれば、除隊命令は当日ではなく、その前に出ている、という推定が自



















（United States Military Academy Library）であった。旬日後、そこか
ら 詳 細 な 返 事 が あ り、「あ な た が 求 め る 文 書 が あ る と す れ ば、the 
National Records and Archives Administration of the United States
で、そこに米軍退役者の軍務記録が保管されている。もう一つの可能性は
プリンストン大学図書館所蔵のフィッツジェラルド文書に収められている








令に基づき、米陸軍少将 W. A. Holbrook」によって、フィッツジェラル





















　マイゼナーによると、フィッツジェラルドは 2 月 19 日、ニューヨーク
に到着するとゼルダに電報を打つ（86）。“While I feel sure of your love, 
everything is possible. I am in the land of ambition and success…” と
いう内容を含む、しばしば伝記等で引用される有名な電報だが、マイゼナ
ーは 2 月 19 日とどのようにして日付を特定出来たのだろうか。プリンス
トン大学図書館にあるこの電報は、前記の The Romantic Egoists （48）
に収載されているが、日付の部分は欠落している。恐らくマイゼナーは、






















るもう一つの欠陥を指摘しておかねばならない。マイゼナーの Far Side of Paradise をフ
ィッツジェラルド研究の資料として使う場合、非常に利便性の悪さを感ずることがあったか
らである。ターンブルもマイゼナーもフィッツジェラルドの “Pasting It Together” と
“Handle with Care” を伝記資料として何度か引用している。この二つのエッセイは
Edmund Wilson が 1945 年に The Crack-Up の中に編集した時、エッセイのタイトルが取
り違えられたことはフィッツジェラルド研究者の間では知られている。私の知る限り、取り
違えに最初に気付いて指摘したのはブルッコリである（400）。ターンブルもマイゼナーもこ
の取り違えに気付かずに引用しているので、読者が The Crack-Up を参照する時に混乱が




ことがある。2005 年に出版された Cambridge 版 My Lost City には二つのエッセイが正し
いタイトルで収載されているが、Wilson がタイトルの取り違いをしたこと、ブルッコリが
それを初めて指摘したこと、その結果として、二種類の The Crack-Up が流布しているこ

















れ が 最 も 露 骨 に 出 て い る の は、Cambridge 版 All the Sad Young Men に 収 載 さ れ た
“Jacob’s Ladder” の刊行史の説明をする部分（xxx）である。ブルッコリが 2 度にわたり編
集した “Jacob’s Ladder” が如何に不完全であるかを示唆しているが、それは事実の記述で
あるからよいとしても、なぜ、The Crack-Up 刊行史の問題については全く説明しないのか、
私は不自然に感じた。








1940 年 3 月 15 日 と な っ て い る が、2 月 19 日 の 間 違 い で あ る（Letters of F. Scott 
Fitzgerald, 64）。また、ターンブルは、フィッツジェラルドがゼルダに宛てた別々の二つの
手紙（1939 年 8 月 16 日付及び同 18 日付）を同一のものとして引用し、読者を混乱させる
大きなミスを犯したが（309）、『完訳』にはその指摘は無い。フィッツジェラルドのゼルダ
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